
【創立百周年記念事業・行事経過報告】

１ ２００３年１０月：創立百周年記念 第一回職員会議

・組織作り、準備日程、開催年（２００７年１０月）決定

２ ２００４年 ４月：創立百周年記念 第二回職員会議

・校内準備委員会を組織（事務局、記念式典係、記念事業係、記念行事係、記念誌係

古典相撲係）

３ ２００４年 ５月：創立百周年記念 第三回職員会議

・各係の係長ならびに教員配置を決定（別紙）

３ ２００４年１２月：創立百周年記念 第四回職員会議

・各係の中間まとめ①

記念古典相撲：２００７年 ９月１５日（土）～１６日（日）

・日程を決定 記 念 式 典：２００７年１０月 ６日（土）

水 高 祭：２００７年１０月 ７日（日）

・概算予算・・・・事業：８００万円 行事：１ ,２００万円

４ ２００５年 ２月：大巾会

・記念古典相撲の開催依頼・・６月大巾回総会にて開催決定

５ ２００５年 ３月：創立百周年記念 第五回職員会議

・各係の中間まとめ②

６ ２００５年 ９月：蹴浪会事務局

・募金趣意書の準備

７ ２００５年１０月 ：職員会議・蹴浪会執行部会・ＰＴＡ評議委員会

・創立百周年記念記念事業・行事実行委員決定

８ ２００５年１１月：事務局

・実行委員へ委嘱状発送

９ ２００５年１２月：蹴浪会

・蹴浪会報・募金趣意書を発送（ＯＢ、旧職員）

10 ２００６年 １月：校内準備委員会

・中間まとめ③

・第１回実行委員会の開催日時決定

11 ２００６年 ２月１９日 第１回実行委員会（３３名）

・中間まとめ①～③の経過報告

・実行委員会の組織・祝賀会会場（プラザホテル）が承認

・今後はそれぞれの係で協議して決める。



12 ２００６年 １２月：校内準備委員会

・中間まとめ④

13．２００７年 ４月：校内準備委員会

・中間まとめ⑤

14．２００７年 ５月１３日：第２回実行委員会

・実行委員の役割分担（再確認）

・各係より中間まとめ④～⑤の経過報告等

15．２００７年 ７月：校内準備委員会

・中間まとめ⑥

16．２００７年 ８月：校内準備委員会

・中間まとめ⑦

17．２００７年 ９月 ５日：第３回実行委員会

・事務局連絡

（表彰者記念品、記念品、式典案内及び出席者、寄付金状況など）

・各係より中間まとめ⑥～⑦

18．２００７年 ９月１５日（土）

・練習船「神海丸」、「わかしまね」、「みこしま」並びに地元水産業者８社の漁船１

３隻（合計１６隻）による海上パレード開催

・練習船「神海丸」には、本土地区の力士と大会関係者、「わかしまね」には、島前

地区力士と大会関係者が乗船して入港

19．２００７年 ９月１５日（土）～１６日（日）

・創立百周年記念第１３回隠岐古典相撲大会開催

（３５０番の取組、２ ,０００余名の観客）

20．２００７年 ９月１７日（月）

・練習船「神海丸」郷土出港（創立百周年を記念して 11年ぶり）
（２ＫＴ１８名、１ＳＦＥ９名が乗船し一路ハワイ沖の漁場へ）

21．２００７年 ９月３０日（日）

・全隠岐カッタレース大会開催

（一般企業を含む男女合計１５チーム（２５０名）が参加）

22．２００７年１０月 ６日（土）

・記念式典、記念講演（八角親方）開催（隠岐島文化会館）

（３年生アトラクション、福岡君・竹谷君への応援、来場者数：約４９６名）

（来場者内訳：来賓・・130名 一般・・159名 生徒・・163名 職員・・44名）



23．２００７年１０月 ７日（日）

・記念水高祭、記念碑除幕式開催

（記念水高祭：５００台の駐車場が満車状態、実習製品は完売状態

記念碑除幕式：実行委員長外９名の参加者、双葉保育所の記念太鼓の披露）

24．２００７年１１月２２日（木）
・創立百周年記念事業・行事お礼（Ａ４）

（新聞折り込み）

25．２００８年 ２月２２日（金）

・蹴浪会員名簿発行

（蹴浪会長、校長より百周年記念事業・行事のお礼、並びに本部便りの中で事業・

行事の報告を行う。）

26．２００８年１２月１８日（木）
・創立百周年記念誌発行（６００部）

（寄稿者、寄付金２万以上、購入者、県立高校、全国水産高校）

27．２００８年１２月２２日（月）
・完了報告書、寄付芳名録、記念図書カード発送（１０５９通）

（卒業生：８０３名、会社・団体：１１４社、会員外：１７名、旧職員：９３名

本校職員：２８名、本校ＰＴＡ、その他：３名）

28．２００９年１月１２日（月）
・会計監査（本校校長室）

神村監事、田中監事、高梨校長、吉野会計、荒井記念誌係長、村上事務局、

28．２００９年１月２５日（日）
・創立百周年記念事業・行事実行委員会解散式 （ビューポートホテル）

・懇親会（会費：２ ,０００円）
以 上


